
当ふれあいセンターは、国有林をフィールドとして北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に取り
組む NPO等の活動支援、森林環境教育等に携わる教育関係者の支援・技術指導等を行っています。

４月１２日（火）、当ふれあいセンター
職員全員で雷別自然再生事業地の踏査に行
ってきました。
車を降りるとすぐ、山側から「コン・コ
ン・コン」とキツツキ特有の木をたたく音
が聞こえました。オオアカゲラかなぁと思
いながら、音のする木の方向を見るとクマ
ゲラでした。お食事中なのか？巣作り中な
のか？一生懸命に木をつついていました。
あまり見ることができない鳥なので、気が
つかれないように少しずつ近づきカメラに
納めました。

↑ 我々に気づかないクマゲラ ↓

クマゲラ メモ （漢字名：熊啄木鳥）
特 徴
日本産キツツキ類中、最大の種で全身が黒い

雄成鳥：雄は額から後頭にかけて赤い
採餌痕は、縦に長い楕円形となる得的
なもの

雌成鳥：雌は後頭のみ赤い
枯れ木に穴を開け、中にいるカミキリ
ムシの幼虫などを補食する

生 態
大木のある広い森林、全道的に生息

行動：「舟堀型」と呼ばれる楕円形の穴を幹に
穿ち、主に樹木の中に巣を作るアリ類を
捕食、樹皮を剥ぎ、その下にいる昆虫を
探すこともある。また、マユミやウルシ
などの種子も採食する。

巣穴：真っ直ぐで下枝がなく、前方の空間が開
けた大木の幹に巣穴を掘る。同じ条件で
あれば針葉樹、広葉樹、枯れ木を問わず

我々に気づいて飛び 営巣木にする。同様のねぐら木を複数本
去ったあとの穴→ 持つ。

保護指定状況
・国ＲＤＢ絶滅危惧Ⅱ種 ・天然記念物
・北海道ＲＤＢ絶滅危急種

～北海道野鳥図鑑より～
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平成２３年度 「雷別ドングリ倶楽部」活動予定

「雷別ドングリ倶楽部」は、雷別地区での自然再 また、「雷別ドングリ倶楽部」では独自の活動の
生（森林再生）活動に継続的に関わっていただくボ ほか。一般公募により参加していただく方々と一緒
ランティアの皆さんの集まりです。今年度の活動予 に次の活動にも参加していただいています。
定が決まりましたのでお知らせします。

★『雷別ドングリ倶楽部』会員のみでの活動 ★『雷別ドングリ倶楽部』＋『森林アクティビティ
講座（一般公募）』での活動

第１回 ５月２５日（水） 森林アクティビティ講座は３回とも雷別自然再生
実施内容：炭出し（PF)・播種作業（PF) 事業地を中心に実施する予定です。

遊歩道看板設置（PF)
第１回 ６月１９日（日）

第２回 ７月１３日【水） 実施予定：シードトラップ設置雷別遊歩道整備
実施内容：苗木の移植作業（センター） 等を行います。

植物観察（雷別）
第２回 ９月１１日（日）

第３回 ９月１４日（水） 実施予定：地拵及び植付等を行います。
実施内容：地拵及び植付（雷別）

第３回 １０月２３日（日）
第４回 １１月３０日（水） 実施予定：広葉樹タネの採取等を行います。
実施内容：炭焼及び花炭（PF)

保育間伐及び枝打ち（雷別）
各回の作業終了後には、季節に合わせた学習会等

第５回 ２月２２日（水） を予定しています。
実施内容：冬芽の観察（センター周辺）

次年度計画打合せ（センター）
実施内容の（ ）書きは実施場所で、PFはパイロットフォレスト、雷別は雷別自然再生事業地です。

～昨年の活動の一部を紹介します～

第１回『雷別ドングリ倶楽部』活動 第３回「森林ボランティ養成講座」 第５回『雷別ドングリ倶楽部』活動

（広葉樹タネの播種作業） （広葉樹タネの採取） （冬芽の観察会）

「雷別ドングリ倶楽部」への参加申し込みは随時受け付けております。
参加を希望される方は当センター（朝倉）までご連絡下さい。お待ちしています。

職 員 紹 介 職 員（自然再生指導官）
・朝 倉 基 博（あさくら もとひろ）

所 長（上席自然再生指導官） 市民活動担当
・宮 本 元 宗（みやもと もとむね） ・林 直 樹（はやし なおき）
〈 総 括 〉 自然再生事業担当

・舟 橋 聡（ふなはし さとし）
森林環境教育担当
（４月１日付けで森林技術センターから転入）
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